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「援（たすける）」が持つ力、とても偉大に感じます 
校長 金子 文春 

 
体育祭の２日後、私は大阪府内のフルマラソンに出場しました。

翌日「木枯らし１号」が観測されるほどの強風が向かい風となり、
心が折れた私は３１km を過ぎて、走るのをやめてしまいました。
「ゴールまであと１１km。」。膨大な残りの距離、疲労感で悲鳴を
あげる全身、「あれだけ練習したのに」の悔しさ…。心も体もボロ
ボロでした。そんな私の背中を「文春はん、頑張ってや～！」の声
が押しました。見も知らない沿道の人が、ゼッケンにある名前を読
んで声援を送ってくれるのです。それらのおかげで奮起した私は、
何とか走ることを再開し、ゴールにたどり着くことができました。 

 
１０月３１日に行われた「第６１回体育祭」。この行事を見守り

ながら、「クラスや学年、色が同じか、友達であるかなどは関係な
く、身を乗り出して他者を応援できる新座中の子どもたちは、誇り
ある存在」と感じました。男子綱引きや女子棒タイヤ引きの場面で
は、イスに座っている生徒はほとんどおらず、競技している選手と
できるだけ近い所で、全校生徒が声援を送る光景が見られました。
“生徒が主役”の教師目標を掲げた今回の体育祭では、競技だけで
なく、大会運営や競技補助などにも生徒に全力で支援させる取組が
話題となりました。 

 
「応援、声援、支援、援護、援助…」。これらは今回の体育祭で

の生徒の動きからクロースアップされました。野球界では、ＭＬＢ
で連覇を果たしたドジャースの山本由伸投手が、チームの勝利を最
優先にして常識外の「救援」に回る姿勢で全世界に感動を与えまし
た。これらの言葉には共通して「援（たすける）」の一字が入りま
す。他者のことを思い、手を差し伸べようとす 
る新座中生の優しくて温かな態度は素晴らしか 
ったです。それは、学校教育目標の「明るく」 
を体現していました。今後の学校生活や様々な 
教育活動でも、「援ける」の良さが大いに活か 
されることを期待しています。 
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